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１ 法⼈評価の概要 －(1)法⼈評価委員会の構成

● 委 員 会 ：北九州市地⽅独⽴⾏政法⼈評価委員会
● 根拠法令：地⽅独⽴⾏政法⼈法、北九州市地⽅独⽴⾏政法⼈評価委員会条例
● 構 成：委員５⼈以内で組織（学識経験のある者のうちから市⻑が任命）
● 委員任期：２年（再任可）

◆法⼈評価委員会の委員構成（５名） ※平成26年度

①委員⻑（元私⽴⼤学学⻑）
②委員⻑代理（私⽴短期⼤学教授・元⺠間企業社⻑）
③委員（国⽴⼤学副学⻑）
④委員（⺠間企業経営者）
⑤委員（公認会計⼠）

【法⼈評価委員会事務局】北九州市総務企画局⾏政経営室
【⼤学所管部局】北九州市産業経済局⾼度⼈材育成課

◆⼤学側出席者
学⻑、副学⻑（評価室⻑）、副学⻑（ひびきのキャンパス担当）
事務局⻑、事務局次⻑、ひびきのキャンパス担当部⻑、総務課⻑、経営企画課⻑
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年度 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

法
⼈
評
価

⼤学

評価
委員会

認
証
評
価

⼤学

評価
機関

年度計画 毎年度12〜３⽉に策定

第２期中期⽬標・計画期間（H23〜H28） 第３期（H29〜H34）

１ 法⼈評価の概要 －(2) 評価に係るスケジュール
（中期⽬標期間の評価フロー）

24年度計画 25年度計画 26年度計画 27年度計画 28年度計画 29年度計画 30年度計画 31年度計画

23年度
自己点検・評価

22年度
自己点検・評価

24年度
自己点検・評価

25年度
自己点検・評価

26年度
自己点検・評価

27年度
自己点検・評価

28年度
自己点検・評価

29年度
自己点検・評価

23年度
業務実績評価

22年度
業務実績評価

24年度
業務実績評価

25年度
業務実績評価

26年度
業務実績評価

27年度
業務実績評価

28年度
業務実績評価

29年度
業務実績評価

中期⽬標に係る
業務実績評価

⾃⼰点検・評価 毎年度４〜６⽉に実施

認証評価
⾃⼰点検・評価

認証評価

中期⽬標に係る
業務実績
⾃⼰点検・評価

中期計画の
中間総括

第３期中期目標・中期計画
策定

中期⽬標に係る
業務実績
⾃⼰点検・評価

中期⽬標に係る
業務実績評価

法⼈評価委員会による業務実績評価 毎年度７、８⽉に実施
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１ 法⼈評価の概要 －(3)年度評価と年度計画の策定

実
績
報
告
書
の
提
出

︵
⼤
学→

法
⼈
評
価
委
員
会
︶

法
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評
価
委
員
会
の
開
催

評
価
結
果
の
通
知

︵
法
⼈
評
価
委
員
会→

⼤
学
︶

H26
3月 4月 6月 7月 8月 10月

H27
1月 3月 4月

平
成

27
年
度
計
画

市
へ
の
届
出

平
成

26
年
度

⾃
⼰
点
検
・
評
価

＜法⼈評価委員会による評価＞
◆評価は、全体評価と分野別評価で⾏われる。
◆全体評価

分野別評価の結果を踏まえるとともに、⼤学が把握している指標を参考に、中期
計画の全体の進⾏状況や実績について総合的な視点から記述式で評価を⾏う。
◆分野別評価（教育、研究、社会貢献、管理運営の４分野）

中期計画の記載項⽬ごとに⼤学が⾏う⾃⼰点検・評価を検証し、分野ごとに結果
を記述するとともに、中期計画の進⾏状況の⽬安を段階（Ｓ〜Ｄの５段階）で⽰す。
◆⼤学による⾃⼰点検・評価

中期計画の記載項⽬ごとにその進⾏状況を⽰すとともに、そのように判断した理
由を記載する。（進⾏状況：Ⅳ〜Ⅰの４段階）

＜出典：公⽴⼤学法⼈北九州市⽴⼤学の業務の実績に係る評価実施要領＞

⾃⼰点検・評価や法⼈評価の
結果をフィードバック、公表

◆教育研究審議会で報告
◆各学部等との意⾒交換会

（学⻑,副学⻑,事務局⻑ × 全教員）
◆北九州市及び⼤学のＨＰで公表

市：http://www.city.kitakyushu.lg.jp/
⼤学：http://www.kitakyu-u.ac.jp/

︵
学
⻑
・
副
学
⻑
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
︶

年
度
計
画
の
進
捗
状
況
確
認
作
業

平
成

25
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度

⾃
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検
・
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価

(6/26)
(8/12)

平
成

26
年
度
計
画
の
策
定
・
市
へ
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7/3〜8/６
(計４回)

認証評価・⾃⼰評価書作成作業

平
成

27
年
度
計
画
の
策
定
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２ 法⼈評価に係る課題

④ 評価結果の⼤学運営への反映

③ 評価制度の曖昧さ

② 評価事務の負担

① 評価委員会委員の任期と評価の継続性、評価制度の理解

→評価結果を受ける時期にはすでに新しい中期計画、年度計画が始まっており、評価と次の計画策定の時期
がタイムラグが⽣じている。評価結果を⼤学運営にどのように反映するかが課題。

→中期⽬標期間終了後の評価における教育研究等の質の向上に関する事項についての評価は、「認証評価機関
の評価を踏まえて⾏うこと」（「地⽅独⽴⾏政法⼈法第７９条」、「公⽴⼤学法⼈北九州市⽴⼤学に対する評
価指針」）になっているが、規定が曖昧なため、どのように踏まえたのか不明瞭である。

→法⼈評価（年度評価、中期⽬標期間終了後評価）と認証評価（⼤学機関別・経営系専⾨職⼤学院）と異なる評
価が同時期に実施される場合があり、評価内容も異なるため、資料の作成等の事務負担が⼤きい。
また、学内でも各種情報が散在しており、評価の際のエビデンス収集に時間を要していた。

→評価委員の任期が２年であり、委員の⼊れ替わりにより、評価委員会の評価の解釈や判断について、継続性
に⽋けると思われる点が⾒られた。

年度評価における教育研究等の質の向上に関する事項については、「専⾨的な観点からの評価は⾏わない」
となっているが、委員が専⾨的な内容にまで⾔及する場⾯があった。

⑤ 法⼈評価委員会の事務局体制（市）
→設置者（市）における⼤学の所管部署と法⼈評価委員会を所管する部署が異なっており、また、担当者も２
〜３年で異動してしまうことから、法⼈評価委員会事務局として、⼤学に関する情報・知識が必ずしも⼗分で
はない。
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３ 課題への対応と改善

④ 評価結果の⼤学運営への反映

③ 評価制度の曖昧さ

② 評価事務の負担

① 評価委員会委員の任期と評価の継続性、評価制度の理解
◆法⼈評価委員会の事務局に対し、評価委員への制度の説
明を⼗分に⾏うよう要請。
◆法⼈評価委員会の事務局と協議し、中期計画や年度計画
に関連のない意⾒や要望は、評価委員会の最終⽇（評価終
了後）に意⾒交換の場を設けることとした。

⑤ 法⼈評価委員会の事務局体制（市）

◆評価委員への事前説明を⼗分に⾏ってもらった。
（特に、新任の委員には⼗分な説明を⾏ってもらっ
た。）
◆意⾒交換の場を設けることで、評価委員会での審議
が、計画の進⾏状況の評価に集中できるようになった。

◆法⼈評価委員会事務局に対し、評価内容の簡素化を提案。
◆学内のICT化を推進するとともに、評価の際に必要な根
拠資料等を効率的に収集・蓄積するためのデータベース・
システムを導⼊。

◆評価委員会の開催⽅法など若⼲の⼯夫は⾒られたも
のの、⼤きな負担軽減には⾄っていない。
◆毎年度、事務局各課が根拠資料等をデータベース・
システムに登録し、効率的にデータを収集・蓄積。年
度計画の進捗管理や実績報告にも活⽤している。蓄積
したデータは、毎年度、Annual Reportとしてとりま
とめるとともに、認証評価の際にも活⽤している。

◆法⼈評価委員会事務局に対し、制度の明確化を要請。 ◆「どのように踏まえるかは評価委員の判断」として
不明瞭のまま。今後の検討課題。

◆中期⽬標期間内における中間総括、年度内における計画
の進捗状況の中間まとめを実施。
◆毎年度6〜8⽉に開催する学⻑と学部等との意⾒交換で、
⾃⼰点検・評価の結果を教員にフィードバック。

◆中間総括、進捗状況の中間まとめ等で明らかになっ
た課題等を中期計画や年度計画に反映。
◆⾃⼰点検・評価や法⼈評価の結果は、教員との意⾒
交換や教育研究審議会などを通じて教職員にフィード
バックし、すぐに着⼿すべき事項は個別に指⽰を⾏っ
た。

◆法⼈評価委員会の事務局に対し、実績報告書等の事前説
明を⾏うなど、⼤学側が積極的に情報を発信した。

また、委員会を⽋席した委員への説明には、必要に応じ
て、⼤学担当者が事務局に同⾏して説明した。

◆事務局担当者の⼤学の情報・知識は向上したものの、
抜本的な改善にはならず。今後の検討課題。
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４ 改善事例 －(1)学内のＩＣＴ化の推進

⽬ 的 ○ 評価の際に必要な情報を、継続的かつ効率的に収集。
→毎年度、実施する⾃⼰点検・評価や法⼈評価に加え、認証評価にも活⽤。

⽅ 策 ○ キャンパス間で異なるシステムをできる限り共通システムに変更→中期計画に盛り込む
○ 継続的かつ効率的に情報を収集・蓄積するデータベース・システムを導⼊。

学内のＩＣＴ化の推進

第2期中期計画期間におけるＩＣＴ化
・学務システム（更新）
・開講科⽬データベース（共通化）
・シラバスシステム（更新）
・履修登録システム（共通化・更新）
・ポータルシステム（更新）
・⼤学総合情報データベース（新規）
・教育情報システム（新規）
・ＩＣ学⽣証（新規）
・成績管理システム＋学習ポートフォリオシステム
（新規）

評価作業の効率化

⼤学が⾃⼰点検・評価を⾏うための各種エ
ビデンスを⼀元的に集約するとともに、中期
計画・年度計画の実績報告や進捗管理機能を
併せ持つシステム。

法⼈評価や認証評価の際の活⽤も視野に開
発し、平成23年度から評価室を中⼼に運⽤中。

⼤学総合情報データベースの導⼊
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４ 改善事例
－(2) データベース・システムの活⽤〜Annual Reportの作成

掲載項目

Ⅰ 大学基本情報
Ⅱ 教職員
Ⅲ 学生
Ⅳ 入試
Ⅴ 学生支援
Ⅵ 就職
Ⅶ 研究
Ⅷ 国際交流
Ⅸ 社会貢献
Ⅹ 財務

⼤学総合情報データベースの活⽤

蓄積したデータを基に、年度ごとの実績を
「Annual Report」としてとりまとめ、⼤学関係者
に加え、法⼈評価委員にも配布。

教職員ポータルサイトにも掲載し、学内情報の共
有化を図る。

9

Annual Reportの作成

学内情報の共有

◆必要情報の⼀元化、蓄積
◆担当者が変わることによるデータの要件定義

のズレを防⽌
◆実績報告や進捗管理の際にメールで⾏ってい

た照会・回答が簡素化

メリット
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⼊試から就職までの教育情報を⼀元化し、⾃⼰点検・評価等で判明した課題への対応や教育課程の⾒直
しの際などに部局等が必要とする情報を提供するとともに、学⻑が戦略的な判断等を⾏うために必要な情
報を提供することを⽬的として、「教育情報システム」を開発。

同システムを活⽤して⼤学のＩＲ（Institutional Research）のさらなる充実を図ることとしており、
平成26年度から試⾏的に運⽤を開始している。

〔愛称〕KEISYS（Kitakyu-dai Educational Information SYStem）

○ KEISYSによる調査項⽬例

４ 改善事例
－(3)情報の⼀元化･･･教育情報システムの開発・運⽤

○ サンプル（インターンシップと進路の関係）
学⽣のインターンシップの参加実績と学⽣の進路実績をクロス集計し、インターンシップの有効性等を分析。

◆留学とTOEICスコア・成績・進路 ◆⼊試区分と休学・留年・退学 ◆地域活動と進路 ◆副専攻と進路
◆センター試験と成績 ◆志望順位と休学・退学 ◆⼊試区分と成績 ◆留学と休学 ◆休学・退学理由と成績
◆インターンシップと進路 ◆未就職学⽣の要因調査 ◆資格と進路など
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